
RAGだけでは解決しない3つの相談

表1 RAG・Skill・MCPの違い
RAG Skill MCP

何を持たせるか 検索対象のドキュメント（社内文書やWebページ） 再利用可能な指示書・型 外部処理を呼び出す手段
典型的な用途 規約・マニュアルの検索、Web検索 議事録・稟議書等のフォーマット統一 DB・API へのライブアクセス
実行されるか 検索のみ（テキストを返す） 指示書を読み込むだけ（実行はしない） 実際に SQL等を実行する
実装の重さ 中（ベクトルDB等が必要） 軽い（UI でテキスト入力するだけ） 重い（サーバー・権限設計が必要）

表2 登録したSkillのカテゴリと内容例
カテゴリ 内容例
議事録テンプレート 定例会議 /プロジェクトキックオフ /顧客打ち合わせ /品質会議 /経営会議 /採用面接 /障害対応会議 /予算検討会議 /ベンダー打ち合わせ /1on1面談
稟議書テンプレート 備品購入 /出張申請 /システム導入 /外部委託契約 /採用稟議 /交際費 /研修費用 /設備投資 /契約更新 /広告出稿
メール文体ガイド 初回問い合わせ返信 /謝罪 /見積もり送付 /進捗報告 /依頼 /督促 /お礼 /アポイント調整 /クレーム対応 /契約後フォロー
提案書テンプレート 新規提案 /価格・見積提示 /競合比較訴求 /導入事例引用 /フォローアップ提案

Skill（スキル）とは：Open WebUIが持つ、再利用可能な「指示書」をモデルに持たせる仕組み。名前・説明・本文をワークスペースに登録しておくと、モデルは会話の中で必要になったタイミングだけ、
組み込みツールview_skillを使って本文を読み込む。あらかじめ全部をシステムプロンプトに詰め込むのではなく、必要なときだけ該当する指示書を取り出す（プログレッシブディスクロージャー）。
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